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ニ
シ
ン
粒
買
い
と
身
欠
の
二
本
採
り

　

明
治
、
大
正
と
好
調
だ
っ
た
余
市
の
ニ
シ
ン
漁

は
、
昭
和
に
入
っ
て
凶
漁
の
年
が
見
ら
れ
だ
し
ま

す
。
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
に
は
漁
獲
が
無
く
、

翌
11
年
も
同
様
な
不
漁
で
し
た
。
凶
漁
が
地
元
経
済

に
与
え
る
打
撃
は
大
き
く
、
水
産
加
工
業
、
鉄
道
や

馬
車
の
運
輸
業
、
製
造
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に

そ
の
影
響
が
及
び
、
そ
れ
ま
で
の
「
と
る
漁
業
」
か

ら
脱
却
し
て
、
原
料
魚
を
よ
そ
か
ら
買
い
入
れ
て
加

工
す
る
方
針
へ
と
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

同
11
年
５
月
12
日
午
後
８
時
か
ら
、
沢
町
の
劇
場

エ
ビ
ス
座
を
会
場
に
し
て
、
余
市
鰊
加
工
組
合
が
主
催

し
た
町
民
参
加
の
決
起
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
沿
海
州
な
ど
沖
合
漁
業
へ
の
転
換
、
冷
蔵
庫
の
建

設
、
余
市
漁
港
の
早
期
完
成
、
ニ
シ
ン
加
工
へ
の
転
換

が
叫
ば
れ
ま
し
た
（
『
余
市
漁
業
発
達
史
』
）
。

　

先
行
き
が
見
え
な
い
ま
ま
そ
の
年
は
暮
れ
て
、
翌
12

年
１
月
25
日
、
沢
町
の
料
亭
藪
珍
に
地
元
加
工
業
者
60

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
原
料
魚
を
買
い
入
れ
て
加
工
す

る
体
制
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
、
ニ
シ
ン
３
万
石
の
買
入

れ
と
先
進
地
岩
内
町
の
視
察
を
決
め
ま
し
た
。

　

生
ニ
シ
ン
を
買
い
入
れ
て
運
搬
す
る
船
を
「
粒

買
い
船
」
と
言
い
、
余
市
の
加
工
業
者
が
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
の
は
多
く
が
青
森
県
八
戸
の
船
で
し
た
。

「
４
、
５
日
間
で
チ
ャ
ー
タ
ー
料
７
、
８
千
円
か
ら

１
万
円
位
で
、
…
中
略
…
戦
前
ま
で
は
、
利
尻
、
天

売
、
礼
文
、
焼
尻
か
ら
、
西
樺
太
へ
行
っ
た
が
、
終

戦
後
は
西
樺
太
へ
は
行
け
な
く
な
っ
た
の
で
、
北
見

ま
で
行
っ
た
。
」
と
あ
り
ま
す
（
山
本
繁
太
郎
談
、

『
余
市
水
産
加
工
業
協
同
組
合
史
』
）
。
粒
買
い
は

形
態
を
変
え
て
戦
後
も
続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
中
頃
の
新
聞
報
道
を
見
る
と
、
「
加
工

余
市
」
へ
の
転
換
に
成
功
し
、
岩
内
に
次
ぐ
ニ
シ
ン

の
移
入
地
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
見
え
ま
す
。
身

欠
の
加
工
方
法
に
も
改
良
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

同
14
年
の
小
樽
新
聞
に
は
、
「
身
欠
の
集
約
加
工

二
つ
採
り
を
奨
励
」
と
あ
り
ま
す
。
「
普
通
身
欠
鰊

は
魚
体
一
尾
か
ら
一
本
の
身
欠
鰊
を
採
る
の
み
で
残

り
の
半
身
は
胴
鰊
と
し
て
肥
料
又
は
飼
料
と
す
る
の

み
で
貴
重
な
魚
体
利
用
上
遺
憾
と
さ
れ
て
を
っ
た
が

二
つ
採
身
欠
鰊
は
一
尾
の
魚
体
か
ら
二
本
を
採
る

も
の
で
…
後
略
…
」
と
見
え
、
こ
う
す
る
と
魚
肉
の

大
部
分
が
身
欠
と
な
っ
て
、
一
本
採
り
よ
り
も
価
格

上
有
利
と
な
る
と
あ
り
ま
す
。
記
事
に
は
「
余
市
水

検
派
出
所　

松
本
石
蔵
」
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
私
た
ち
が
普
通
に
食
べ
て
い
る
身
欠
ニ
シ
ン

が
、
こ
の
記
事
で
い
う
二
本
採
り
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
当
時
、
水
産
加
工
品
の
検
査
業
務
を
担
っ
て
い

た
松
本
石
蔵
さ
ん
が
、
地
元
業
者
向
け
に
身
欠
の
二

つ
採
り
を
奨
励
し
た
も
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
記
事
に
は
続
け
て
、
二
つ
採
り
は
大
正

５
（
１
９
１
６
）
年
頃
に
は
既
に
寿
都
町
な
ど
南
後

志
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
昭
和
11
年
か
ら
余
市
で

「
骨
付
生
身
鰊
」
と
し
て
始
ま
っ
て
、
後
に
改
良
さ

れ
た
と
も
あ
り
ま
す
。

　

留
萌
市
で
か
つ
て
仲
買
人
を
さ
れ
て
い
た
方
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
際
、
二
本
採
り
に
な
っ

た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
か
と
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
「
一
匹
か
ら
二
本
採
れ
っ
て
余
市
に
言
わ

れ
て
変
え
た
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

同
28
年
の
『
水
産
月
報
』
第
49
号
で

は
、
北
海
道
水
産
物
検
査
所
の
検
査
員

の
対
談
中
に
、
そ
の
頃
一
本
採
り
と
二

本
採
り
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
規
格

が
揃
う
の
は
後
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う

で
す
。

　

ニ
シ
ン
漬
け
が
そ
ろ
そ
ろ
食
べ
頃
で
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

《写真：身欠製造（奥寺漁場）》

　調査へのご協力ありがとうございました。
　平成 27 年 10 月 1 日を期日として行われ
た「平成 27 年国勢調査」の集計結果のうち人
口等基本集計（人口・世帯数の確定結果）が次
のとおり公表されましたのでお知らせします。
　なお、詳細につきましては、総務省統計局
http://www.stat.go.jp/data/index.html
からご覧ください。

平成 27年 平成 22年 増減
総 人 口 19,607 人 21,258 人 △ 1,651 人

男 9,063 人 9,778 人 △ 715 人

女 10,544 人 11,480 人 △ 936 人

世 帯 数 8,769 世帯 9,051 世帯 △ 282 世帯

余市町の人口と世帯数（平成 22年～平成 27年）増減

　この国勢調査の結果は、国籍や余市町への住
民登録の有無にかかわらず、平成 27 年 10 月
1 日現在で余市町内に実際に居住するすべての
人及び世帯を対象として調査したものです。
　また、毎月「広報よいち」でお知らせしてい
る「よいちの人口」は、余市町に住民登録をし
ている人や世帯の数で、実際に余市町に住んで
いても住民登録がされていない人は含まれてい
ません。

平成 27年国勢調査
の人口等 住民登録の人口等

総 人 口 19,607 人 19,966 人

男 9,063 人 9,231 人

女 10,544 人 10,735 人

世 帯 数 8,769 世帯 10,173 世帯

参考　平成 27年 10 月 1日における
　　　国勢調査と住民登録人口の比較

平成２７年　国勢調査　確定値が公表されました。（総務省統計局）


